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研究成果の概要（和文）：本研究ではインターネットが人びとの認識や行動に定着した以後、つまりはポストイ
ンターネットの状況下での視聴覚表現における作者のあり方について検討した。その研究は1.文献資料調査、2.
アート作品の調査、3.アーティストとの対話、4.展覧会の開催、5.成果公表、6.レヴューから構成される。ここ
から明らかになったことは、1.ポストインターネット状況下の視聴覚表現においては、リアリティやアーキテク
チャ、計算をめぐる探求があり、また2.作者は表現のうちに潜り込み作品の一部と化し、さらに3.作者は分散型
ネットワークのような表現の中に人々を組み込み、始点も終点もない流動的な表現の渦を生み出すことである。

研究成果の概要（英文）：In this research, we examined how authors should be in audio-visual 
expression under the Post-Internet situation, in which Internet has become established in people's 
perceptions and behaviors. The research consists of 1. document investigation, 2. research on art 
works, 3. dialogue with artists, 4. organizing exhibition, 5. publication of achievements, and 6. 
review. Finally the things are come from this research as follows: 1. In the audio-visual expression
 under the Post-Internet situation, there is a quest for reality, architecture, and computation, and
 2. The author tends to turn it into a part of the work in the expression, 3. The authors tries to 
incorporate people into their expressions like distributed networks, creating a fluent expressive 
whirlpool with neither starting nor end point.

研究分野：美学

キーワード： ポストインターネット　ポストメディア
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、デジタル技術が社会や文化に浸透し、
表現活動の根本的な変容が生じている。その
技術のひとつであり、もはやオンライン／オ
フラインの区別が意識の上で無効化した現
在のインターネット（ポストインターネッ
ト）は表現の場において不可欠な存在となり、
従来の表現活動の枠組やその存在自体を揺
らがせるものとなっている。 
 
２．研究の目的 
表現活動をめぐる上記の状況の下、「ポスト
インターネットアート」は、ネットとリアル
をフラットな等価なものとみなすことで、イ
ンターネットが一般化した後の表現活動全
般を思考し、再規定する批判的な用語となる。
本研究は、ポストインターネットとポストイ
ンターネットアートを鍵概念とし、全面的に
刷新されつつある表現活動における作者に
焦点を合わせることで、現在の表現活動を思
考する理論的整備を行うとともに、過去の表
現活動全般を再考することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究は、4つのプロジェクト（「ポストイン
ターネットにおける動画像」、「ポストインタ
ーネットにおける静止画像」、「ポストインタ
ーネットにおけるサウンド」、「現在形のネッ
トワークの諸状況」）を設け、⑴各プロジェ
クトが行う学術文献を中心とした言説分析
などの基礎研究、⑵表現活動を視察し考察す
る事例研究、⑶プロジェクト間の相互交通を
整備するフォーラム（展覧会）から構成され
る。具体的に基礎研究は、⑴国内外における
各プロジェクトについての研究動向の調査
（文献資料の収集、研究者への直接のインタ
ビューを含む）、⑵文献資料の整理と精査、
⑶レビューからなされた。また事例研究は、
⑴国内外における各プロジェクトにかかわ
るアートや表現活動の視察（制作者への聞き
取りを含む）、⑵視察の記録と精査、⑶レビ
ューからなされた。最後にフォーラム（展覧
会）は公開（フォーラムを組織する意見交換
も含めて公開した）で年間 1回開催し、その
際は国内の研究者を招聘し、意見交換を行い、
レビューを受けた。 
 
４．研究成果 
本研究で考察をした表現活動における作者
は、Nukeme 氏、山城知佳子氏、THE COPY 
TRAVELERS、伊東宣明氏、真下武久氏、渡邉
朋也氏、城一裕氏などであり、また作者と深
い関わりをもつキュレーターあるいは研究
者である林田新氏、Jung Pil Joo 氏、田川り
な氏と意見交換を行った。そして秋庭史典氏、
砂山太一氏などからレビューを受けた。以上
から明らかになったことは、1.ポストインタ
ーネット状況下の視聴覚表現においては、リ
アリティやアーキテクチャ、計算をめぐる探
求があり、また 2.作者は表現のうちに潜り込

み作品の一部と化し、さらに 3.作者は分散型
ネットワークのような表現の中に人々を組
み込み、始点も終点もない流動的な表現の渦
を生み出すことである。以上の成果は、リア
リティへの探求を主眼とする、従来の国外に
おけるポストインターネット状況における
表現活動あるいはアートに関する議論と距
離を取るものであり、新たな視点を提起する
ものである。また、上記の研究の中で、未だ
国内に紹介されていなかったイギリスや北
欧を中心としたデザイン実践のコンセプト
の１つ「新しい美学」を国内に提案したこと
も、本研究の成果の１つとなる。このように
整理され、従来の研究と比較される本研究の
成果は、研究代表者と分担者によって編纂さ
れた『Poi featuring Nukeme』Vol. 1 と『Poi 
featuring Tomoya Watanabe』Vol. 2 のなか
でまとめて発表され、公表された。最後に今
後の課題について記すと、本研究の鍵概念で
あるポストインターネットは、現実的な表現
活動を鑑みればやや視野が狭いことは否め
ない。よって、今後、インターネットを含み
こむ、ポストデジタル、テクノロジーと表現
という観点に研究を発展化させて行く必要
があるだろう。 
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